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1 はじめに 

ミリ波は周波数有効利用の観点やミリ波の持つ特性から

自動車衝突防止支援装置や大容量高速無線向けアンテ

ナ等への利用がされている．ミリ波帯に適したオールメタル

のアンテナとして逆相給電一層構造導波管スロットアレー

アンテナ[1]が研究されている． 

 

2 研究目的 

ミリ波帯向けアンテナにおいて高利得平面アンテナにお

いて反射損失が少なく，かつ逆相給電特有のスロット千鳥

配置により生じていたグレーティングローブを抑圧する．全

体的に不要方向への放射が減り，正面方向アンテナ利得

向上を実現する． 

 

3 研究課題 

階段状段差構造[2]を用いることで，各放射素子であるス

ロットからの反射を段差でキャンセルして反射特性を改善

することで反射損失を低減する． 

更に，階段状段差構造の特徴により各放射素子を従来

に比べて少ないオフセット量で実現可能として，逆相給電

アンテナにおいて生じていた不要方向への放射であるグレ

ーティングローブを低減とする[3]． 

 

4 研究内容 

  有限要素法による電磁界解析シミュレーターFemtet を使

用して解析を行った．図 1 に示すように放射スロットから電

波が放射されるとともに，導波管内にも反射波が戻ってくる．

これは反射損失となりアンテナ利得の損失に繋がる．そこ

で放射スロットから 1/4 管内波長離れた導波管の底面に反

射を生じる段差を設けることで等振幅かつ逆位相の反射波

を生成し，放射スロットからの反射波を打ち消す．S11=-20 

dB 以下になるように各素子と段差の組合せを設計した． 

  また，階段状な為，アレー後半になると狭壁面高さが狭く

なるため電力密度が大きくなる．よって，放射スロットのオフ

セット量を小さくしても所望の放射量が実現出来るため，グ

レーティングローブを低減できる．図 2 に平面化したアンテ

ナ全体構造モデルを示す．その解析による放射指向性の

比較を図 3 (a)と(b)に示す．グレーティングローブを比較す

るため、それぞれの最大値で正規化している。  

 
図 1 スロットと階段状段差構造の原理 

 
図 2 階段状段差構造導波管スロットアレーアンテナ 

 

 
(a)φ = 0°面内       (b)φ = 44°面内 

図 3 放射指向性の比較 @38.0 GHz 

5 まとめ 

  階段状段差構造の有無による解析結果を比較し， 

約φ＝45°方向に発生していたグレーティングローブを低

減できていることを確認した．正面方向アンテナ利得はそ

れぞれ 27.8 dBi と 23.3 dBi であり、4.5 dB 向上した． 
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